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（注）　日付欄の上中下は，それぞれ，上旬，中旬，下旬を表す。
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新　旧　司　法　試　験　実　施　日　程　（　イ　メ　ー　ジ　）【H17～H22】

論文答案審査

目標

法曹養成検
討会意見に
よる目標

新試験実施時期に
ついての制約条件①

新試験実施時期につ
いての制約条件②

①・②の条件下にお
ける最も早い実施時
期

審査期間：２か月

論文答案審査

新司法試験の在り方について(意見の整理) 第10回法曹養成検討会会合(H14.7.19)

新司法試験の実施方法
・短答式試験及び論文式試験を毎年５月ころに実施し，合格発表の時期は，毎年８月
末ないし９月初めころを目指すこととし，更に関係機関の協力を得て一層の早期化に
努める。


